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生体認証規定 

１．生体認証機能の定義 

(1) 生体認証機能とは、当行との取引について預金者本人の確認方法の一つとして用いる認証方式で、ＩＣキャッシュ

カード特約に定めるＩＣキャッシュカード上のＩＣチップに当行所定の機器、操作、手続きにより当行の認めた利用

者（以下「利用者」といいます。）の指静脈パターンを記録（以下、ＩＣチップに記録された指静脈パターンを「指

静脈情報」といいます。）し、この指静脈情報と当行所定の機器により読み取られた指静脈パターンとの照合により

預金者本人の認証を行う機能です。 

(2) 生体認証機能は、当行所定の取引の際に利用できるものとし、キャッシュカード規定第11条の暗証の入力、および

その他の本人確認方法と併せて使用するものとします。 

２．指静脈情報の保存場所等 

指静脈情報は、当行が本人および代理人に貸与したＩＣキャッシュカード上のＩＣチップ内に当行所定の方法により

暗号化して保存するものとし、当行には保管いたしません。なお、ＩＣチップ内には指静脈情報の他重要な情報が保存

されていますので、本人および代理人はＩＣキャッシュカードを適切に管理してください。 

３．取扱店の範囲等 

(1) 指静脈情報の変更・削除は、当行所定の窓口でお取扱いします。 

(2) 指静脈認証機能は、キャッシュカード規定およびＩＣキャッシュカード特約に定める生体認証機能の付いた現金自

動預入支払機（以下「生体認証機能付ＩＣカード対応ＡＴＭ」といいます。）、および店頭に設置した生体認証装置（以

下生体認証機能付ＩＣカード対応ＡＴＭと併せて「生体認証機能付ＩＣカード対応ＡＴＭ等」といいます。）でお取

扱いします。 

４．指静脈情報による本人確認 

(1) 生体認証機能付ＩＣカード対応ＡＴＭ等で指静脈情報が登録されたＩＣキャッシュカードを利用する場合には、Ｉ

Ｃキャッシュカードを所定の場所に挿入し、画面等の表示に従いＩＣチップ内に登録された指静脈情報と同じ指を指

静脈パターン読取機器にかざしてください。 

(2) 当行は、ＩＣキャッシュカード上のＩＣチップ内に登録された指静脈情報と指静脈パターン読取機器で読み取られ

た指静脈情報を照合し、この一致をもって本人確認を行います。なお、生体認証機能付ＩＣカード対応ＡＴＭを利用

する場合は、指静脈情報の照合による本人確認に加えて、キャッシュカード規定第11条の暗証による本人確認を行い

ます。 

(3) 指静脈情報の不一致等により本人確認ができない場合には、生体認証機能付ＩＣカード対応ＡＴＭ等を利用した取

引はできません。 

(4) 指静脈情報が登録済みのＩＣキャッシュカードであっても生体認証機能付ＩＣカード対応ATM等以外を利用する場

合、または指静脈情報が登録されていないICキャッシュカードを利用する場合は、生体認証機能は利用いただけませ

ん。この場合は、キャッシュカード規定第11条の暗証によってのみ取扱います。 

５．生体認証機能が利用できない場合等 

生体認証機能は、生体認証機能付ＩＣカード対応ＡＴＭ等が故障の場合およびその他相当の事由がある場合は、その

利用を一時的に停止することがあります。なお、生体認証機能付ＩＣカード対応ＡＴＭ等が利用できないことにより損

害が生じた場合、当行は故意または過失（消費者でないお客様に対しては重過失に限ります）がある場合を除き賠償責

任を負いません。 

６．解約・利用停止等 

(1) ＩＣキャッシュカードを解約した場合およびＩＣキャッシュカードを発行している口座を解約した場合には、生体

認証機能はご利用いただけなくなります。 
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(2) キャッシュカード規定およびＩＣキャッシュカード特約により、当行がＩＣキャッシュカードの利用を停止した場

合には、生体認証機能はご利用いただけなくなります。 

７．規定の適用 

この規定に定めのない事項については、各種預金規定、キャッシュカード規定およびＩＣキャッシュカード特約によ

り取扱います。 

８．規定の変更 

(1)この規定の各条項その他の条件は、金融情勢の状況の変化その他相当の事由があると認められる場合には、変更内容

を記載した店頭ポスター掲示または当行ホームページへの掲載による公表その他相当の方法で周知することにより、

変更できるものとします。 

 (2)前記(1)の変更は、公表等の際に定める適用開始日から適用されるものとします。 

【個人情報保護法関連条項】 

生体認証機能を利用する本人およびその代理人は、当行が次の利用目的でＩＣキャッシュカード上のＩＣチップ内に

自己の指静脈情報を保管することに同意します。 

(1) 指静脈情報は、当行所定の指静脈パターン読取機器により、本人またはその代理人の指静脈パターンを照合するこ

とにより、当行の取引について当行が本人またはその代理人であることを確認する手段の一つとして利用します。 

(2) 生体認証機能は、指静脈情報が登録されたＩＣキャッシュカードを発行する口座についての残高照会、払戻し、振

込、振替、暗証変更等その他当行所定の取引をする場合、および指静脈情報を変更または削除する場合に利用します。 

以 上 

２０２４年２月１日現在 

 

 

                     


